
選考による簡易裁判所判事に対する研修の概要

※ 任命後，地方裁判所本庁所在地の簡易裁判所に配置し，８か月間，自庁及び司法研修所
において研修を実施し，地方裁判所判事，簡易裁判所判事及び司法研修所教官等の指導を

受けさせている。任命時におけるこのような研修のほか，毎年，司法研修所や高等裁判所
において研修を実施したり，協議会を開催したりして，その能力の向上を図っている。

選考による簡易裁判所判事に対する研修研究

初任者研修１ ３か月間程度（配属庁）

・簡易裁判所事件処理の実際についての見学，傍聴 など

初任者研修 ２ ２か月間程度（司法研修所）

・民事，刑事事件の手続についての講義

・民事，刑事事件の判決起案，模擬裁判及びそれらの講評
・裁判官としての心構えの修得 など

初任者研修 ３ ３か月間程度（配属庁）

・簡易裁判所事件を処理しながらされる研修

任官３年目の研修 １週間程度（司法研修所）

・民事，刑事事件の処理についての研究

・令状事件処理についての研究
・簡易裁判所の当面する諸問題についての講演 など

任官５年目の研修 １週間程度（司法研修所）

・民事，刑事事件の訴訟運営等についての研究

・令状事件処理についての研究
・裁判官の在り方についての研究 など

任官６年目以降の実務研究会 １週間程度（司法研修所）

・訴訟運営についての研究

・裁判官の在り方・人事管理等についての研究
・簡易裁判所事件処理上の諸問題についての講演 など

（資料２）


